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１ 学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 

１-１ 背景 
 

学校施設は、未来を担う子供たちが集い、生き生きと学び、生活をする場であるとともに，

地域住民にとっては生涯にわたる学習、文化、スポーツなどの社会活動の場であり、非常災害

時には避難所としての役割も果たす重要な施設であるため、学校施設の老朽化対策は先送りの

できない重大な課題となっています。 

舞鶴市の学校施設は、市が保有する公共施設の約４割を占めており、昭和４０年代後半から

５０年代にかけて、第２次ベビーブームによる児童生徒の増加に伴って、集中的に整備された

ことから、現在では、それらの施設が今、更新時期を迎えつつあり、近い将来、老朽化の波が

一斉に押し寄せてくるものと見込まれ、大規模改修や新たに改築をする場合には、多額の費用

が必要となることが予想されます。 

このため、児童・生徒の安全と安心を確保しつつ、学校施設の長寿命化を図るとともに複合

化や集約化など、中長期的な視点での維持管理や予算の平準化を行うための計画の策定が求め

られています。 

国においても、中長期的な維持管理・更新等に係るトータルコストの縮減や予算の平準化を

図ることを目的として、平成２５年１１月に「インフラ長寿命化基本計画」が策定され、これ

を受け、舞鶴市では、平成２８年２月に「公共施設等総合管理計画」を策定し、各施設につい

て個別施設計画を定めることとなりました。 

その中で、今回、学校施設の個別施設計画として、「舞鶴市学校施設長寿命化計画（以下

「本計画」という。）」を策定するものです。 

１-２ 目的 

 

舞鶴市の学校施設の整備については、前述の背景を踏まえて、安全性を最優先としつつ、将来

の財政状況も見通した上で、計画的に進める必要があります。 

そのため、本計画を策定することで、不具合を未然に防止する「予防保全」型の管理へ転換

し、総合的な視点から改修、改築を判断するとともに、併せてトータルコストの縮減や平準化を

図りつつ、学校施設に求められる機能や性能の確保を行うことを目的としています。 

  

 なお、従来より学校の整備については「舞鶴市学校施設整備計画」（平成２５年度作成）に

より進めていましたが、長寿命化計画策定により本計画へ改編することとします。 
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【第７次舞鶴市総合計画】 

前期実行計画 

第２編 市政運営の基本姿勢 

第２節 持続可能なまちづくり 

 第2項 持てる資産の効果的な活用 

1.公共施設マネジメントの推進 
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※本計画は舞鶴市学校施設整備計画（平成25年9月）を学校施設の長寿命化計画策定に係る手引きをもとに更新したもの 

本計画 

【舞鶴市公共施設マネジメント白書】 

  対象：道路・橋梁・上下水道等の 

     社会基盤施設を除いた公共施設 

 施設の機能や配置、経年劣化や利用状況、運営や経費の状

況など、公共施設の現状を整理し、公共施設の再生を進めて

いく上での基本的な考え方や進め方についての素案を示す 

令和元年８月 

図表1-1 本計画の位置付け 

１-３ 計画期間 

 

 計画期間は令和３（２０２１）年から令和１２（２０３０）年の１０年とし、５年ごとに見直

しをすることとします。なお、長寿命化の推進による財政的な効果においても長期的な視点が必

要となることから、効果を試算するために実施するコストシミュレーションの期間として今後 

４０年間を見通すものとします。 

 また、本計画は本市の財政状況や、社会情勢・教育環境の変化等に対応が必要となった場合

は、計画期間に関わらず適宜見直しを行うものとします。 

 

１-４ 対象施設 

 小学校１８校、中学校が７校の合計２５校を対象とします。 
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２ 学校施設の目指すべき姿 
  

 学校施設は、児童・生徒が学習活動のために、多くの時間を過ごす場所であり、安全・安心（災

害・防犯等）で快適な教育環境の整備が求められます。また、学校施設は災害が発生した際には

避難所としての役割を果たすなど、感染症対策を含めた防災面での機能も期待されています。 

 学校施設の整備を進めていくにあたり、社会的な要請として、環境負荷の低減やバリアフ

リー、ユニバーサルデザインなどへの対応が求められていることから、様々な機能を取り入れて

いく必要があります。 

 参考とすべき具体例として、報告書「学校施設整備基本構想の在り方について」（平成２５年

３月）からの抜粋を下記に示します。 

図表２ 学校施設の目指すべき姿の例 
出典：文部科学省「学校施設整備基本構想の在り方について」（平成25年3月） 
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３ 学校施設の実態 
 ３-１ 学校施設の運営状況・活用状況等の実態 
 
 本市には、小学校１８校、中学校７校の合計２５校の学校施設があります。令和２年５月１

日現在の児童生徒数は６,２８８ 人（児童数４,１８０ 人、生徒数２,１０８ 人）、学級数は

２８６学級（小学校２１０学級、中学校は７６学級）となっています。 

令和２年度      

施設名 所在地 

児童・生徒数（人） 学級数(学級） 

通常学級 

在籍者数 

特別 

支援 

通常 

学級 

特別 

支援 

小学校 

１８校 

新舞鶴 字溝尻１２００番地の４ ５９０ ９ ２１ ３ 

三笠 桃山町１５番地の１ １４４ ５ ６ ２ 

倉梯 字行永２９１番地 ４８５ ６ １８ ２ 

倉梯第二 字行永７番地 ２４９ ７ １２ ２ 

与保呂 字与保呂４８番地 １３４ ４ ６ ２ 

志楽 字小倉６０番地 ３６４ １４ １４ ３ 

朝来 字朝来中５４５番地の１ １３１ ２ ６ １ 

大浦 字平１５８３番地 ５４ １ ６ １ 

中舞鶴 字余部上１２０番地 ２３６ ５ １１ ２ 

明倫 字北田辺１２８番地の１ ２８０ ５ １２ ２ 

吉原 字東吉原６１３番地 ３７ ０ ５ ０ 

余内 字倉谷３０番地 ３６３ ９ １２ ２ 

池内 字布敷１２０番地の１ ４０ ０ ５ ０ 

中筋 字公文名４９０番地 ６４１ ６ ２３ ３ 

福井 字下福井７０２番地の１ ９３ ４ ６ １ 

高野 高野台１番地の１ １３８ ４ ６ ２ 

岡田 字久田美９３０番地 ７０ １ ６ １ 

由良川 字丸田７４番地 ４８ １ ５ １ 

計 ４，０９７ ８３ １８０ ３０ 

小学校 計 ４，１８０人 ２１０学級 

中学校 

７校 

青葉 字行永１８１０番地 ５１９ ２１ １５ ４ 

白糸 字浜８４０番地 ４３４ １０ １２ ２ 

和田 字和田６４０番地の４ １０９ ４ ４ ２ 

城南 字京田３０番地 ４１１ ４ １２ １ 

城北 字南田辺１２８番地 ４２１ ７ １３ ２ 

若浦 字大波下１８番地 １０４ １ ４ １ 

加佐 字岡田由里２０番地 ６２ １ ３ １ 

計 ２，０６０ ４８ ６３ １３ 

中学校 計 ２，１０８人 ７６学級 

合 計 ６，２８８人 ２８６学級 

図表３-１ 現在の児童数・生徒数及び学級数 
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３-２ 児童・生徒数及び学級数の変化 
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図表3-2-1 児童・生徒数の推移 

図表3-2-2 普通学級数の推移 

 舞鶴市の小中学校の児童生徒数は、少子化の影響で年々減少しています。令和２年

（２０２０）年では６,２８８人（小学校４,１８０人、中学校２,１０８人）ですが、 

 Ｇ空間情報センターの将来人口・世帯予測ツール京都府版から今後の児童生徒数を推

計すると、令和２７（２０４５）年には３,９０４ 人（児童数２,５９１人、生徒数 

１,３１３人）まで減少する見込みです。 

 また、普通学級数については令和２（２０２０）年では２４３学級（小学校１８０学

級、中学校６３学級）であり、令和７年まではほぼ横ばいで推移しますが、令和２７

（２０４５）年には１７５学級（小学校１３２学級、中学校４３学級）まで減少する見

込みです。 

予測値 

予測値 

2020 

2020 

2045 

2045 

上記の図表の内、令和７年以降については国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツールV2（H27国調対応版）京都府版」を用いた計算結果を加工して作成 
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３-３ 学校施設の設置状況 

図表3-3 学校施設の配置状況 

 舞鶴市の小中学校の設置状況は下記の通りです。 

由良川小学校 

加佐中学校 

岡田小学校 

福井小学校 

城南中学校 

城北中学校 

和田中学校 

青葉中学校 

若浦中学校 

池内小学校 

中筋小学校 

明倫小学校 

高野小学校 

余内小学校 

吉原小学校 

与保呂小学校 

新舞鶴小学校 

中舞鶴小学校 

倉梯第二小学校 

白糸中学校 

志楽小学校 

朝来小学校 

大浦小学校 

倉梯小学校 

三笠小学校 

凡例 

 中学校 

小学校 

地区の色分けは中学校区を示す 
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H27(2015) H28(2016) H29(2017) H30(2018) R元（2019） 平均

施設整備費 123,297 93,606 354,243 81,654 171,055 164,771

その他施設整備費 10,882 2,651 13,241 8,649 38,696 14,824

維持修繕費 28,258 28,280 29,745 27,042 29,410 28,547

委託費 30,760 31,356 29,157 29,611 28,541 29,885

光熱水費 154,535 147,095 140,890 107,662 103,230 130,682

合計 347,733 302,989 567,275 254,618 370,932 368,709
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0
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400,000

500,000
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施設関連経費

施設整備費 建物の新築及び改修に係るもの 

その他施設整備費 建物の外構や設備の新設・改修に係るもの 

維持修繕費 小規模修繕 

光熱水費・委託費 電気水道ガス代・土地使用料・点検委託費など 

３-４ 施設関連経費の推移 

単位：千円 

千円 

直近５か年の合計平均額 約３.７億円 

 平成２７（２０１５）年度から令和元（２０１９）年度までの直近５年間の学校教育施設の

施設関連経費は、図表３-４に示す通り、平成２９（２０１７）年度が約５.７億円で、平成 

３０（２０１８）年度が約２.５億円のように、各年度ごとに差がありますが、５年間の平均は

約３.７億円/年となります。 

 

 本市の学校施設の整備状況については、耐震化は平成８（１９９６）年度から始まり、平成

２２（２０１０）年度に、白糸中学校改築により完了しています。 

 また、普通教室へ空調設備については平成２３（２０１１）年度から平成２５（２０１３）

年度にかけて整備しています。そのほか、給食室のドライシステム化については平成１１ 

（１９９９）年度から平成２３（２０１１）年度にかけて整備されています。 

 なお、普通教室への校内ＬＡＮ整備については令和２（２０２０）年度中に整備する予定で

す。 

 

図表3-4 施設関連経費とその内容 
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３-５ 学校施設の保有量 

 計画対象の小中学校の建物は１０５棟で、総延床面積は１２.３万㎡あり、そのうち築３０

年以上の建物が１１万㎡（８９％）と多く、市の施設全体４６％（舞鶴市公共施設等総合管理

計画策定時）と比較して、小中学校の老朽化は進んでいます。また今後１０年間で、１１.２

万㎡（９１％）が築３０年以上を経過することとなります。 

 今後、建て替えや改修を必要とする建物が増加し、膨大な経費がかかる見込みですが、依然

として厳しい財政状況の中、従来の築５０年程度で建て替えする手法では、対応が困難となる

ことが予想されます。 

 当市においても、すべての学校施設について長寿命化による対応の可能性を検討する必要が

あると考えられます。 

 築５０年以上を経過する建物が１.７万㎡（１４％）ありますが、新舞鶴小学校南校舎（棟

番号2-1,2-2）、三笠小学校本館（棟番号5-1,5-2,11）、青葉中学校南校舎（棟番号4-1,4-2、

4-3）について、すでに棟全体の大規模改修工事が完了し、施設の長寿命化をすでに図ってい

るところです。 

図表3-5-1 築年別整備状況 

対象建物 105棟 12.3万㎡ 
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図表3-6-1 劣化状況評価（小学校１） 

1 校舎1 1-1,1-3 RC 3 1,033 1968 S43 52 B B B B B 75

2 校舎2 1-2,15-1,15-2 RC 3 3,070 1977 S52 43 B B B B B 75

3 校舎3 2-1 RC 3 1,606 1953 S28 67 A A A A A 100

4 校舎4 2-2 RC 3 650 1958 S33 62 A A A A A 100

5 体育館 16 RC 2 2,361 1983 S58 37 B C B B B 65

6 給食室 19 S 1 296 2000 H12 20 B B B B B 75

7 校舎1 5-1,5-2,11 RC 3 2,364 1958 S33 62 A A A A A 100

8 校舎2 10,14 RC 3 1,000 1985 S60 35 B B B B B 75

9 体育館 7 S 1 760 1976 S51 44 A A A A A 100

10 校舎1 3-1,3-2,3-3 RC 3 1,674 1958 S33 62 B B C B C 58

11 校舎2 1-1,1-2,20 RC 3 1,087 1967 S42 53 C C C B B 49

12 校舎3 17,22 RC 3 738 1971 S46 49 B B B B B 75

13 校舎4 3-4 RC 4 1,050 1980 S55 40 B B B B B 75

14 校舎5 21 RC 3 1,451 1984 S59 36 B B B B B 75

15 体育館 23 RC 2 1,378 1985 S60 35 C B B B B 72

16 給食室 18-1,18-2 RC 1 241 1980 S55 40 A A A A A 100

17 校舎1 8-1,8-2 RC 3 1,852 1974 S49 46 A B B B B 77

18 校舎2 9-1,9-2 RC 3 1,699 1974 S49 46 A B B B B 77

19 校舎3 8-3 RC 3 516 1979 S54 41 A C B C C 58

20 体育館 10 S 1 805 1974 S49 46 A A A B B 94

21 給食室 11 S 1 33 2002 H14 18 B B B B B 75

22 校舎1 3,10-3 RC 3 782 1965 S40 55 C C B B B 62

23 校舎2 10-1,10-2 RC 3 962 1975 S50 45 C C C C C 40

24 校舎3 18 RC 2 763 1987 S62 33 A C B B B 67

25 体育館 12 S 1 610 1977 S52 43 A A A A A 100

26 給食室 14,20 RC 1 119 1979 S54 41 A A A A A 100

27 校舎1 10 RC 3 1,454 1976 S51 44 B B B B B 75

28 校舎2 14 RC 3 1,141 1987 S62 33 B B B B B 75

29 校舎3 21 S 2 197 2015 H27 5 A A A A A 100

30 体育館 16 RC 1 865 1990 H2 30 A B B B B 77

31 給食室 11,15,19 RC 1 48 1976 S51 44 B B B B B 75

32 校舎1 1-1 RC 2 368 1966 S41 54 B B B B B 75

33 校舎2 10-1,10-2 RC 3 2,423 1978 S53 42 B B B B B 75

34 体育館 11 RC 1 843 1983 S58 37 C B B B B 72

35 給食室 17 S 1 45 2009 H21 11 A A A A A 100

36 校舎1 1,2 RC 3 1,910 1986 S61 34 A B B B B 77

37 体育館 4 RC 1 802 1986 S61 34 C B B B B 72

38 校舎1 11 RC 3 521 1975 S50 45 B B B B B 75

39 校舎2 15 RC 3 1,591 1983 S58 37 B B B B B 75

40 校舎3 18,19,20 RC 3 2,749 1988 S63 32 A B B B B 77

41 体育館 25 RC 1 1,033 1992 H4 28 C B B B B 72

42 給食室 17-1,17-2,27 RC 1 200 1984 S59 36 B B B B B 75

新舞鶴小学校

三笠小学校

倉梯小学校

倉梯第二小学校

与保呂小学校

志楽小学校

朝来小学校

大浦小学校

中舞鶴小学校

３-６ 劣化状況評価 

 

1 校舎1 1-1,1-3 RC 3 1,033 1968 S43 52 B B B B B 75

2 校舎2 1-2,15-1,15-2 RC 3 3,070 1977 S52 43 B B B B B 75

3 校舎3 2-1 RC 3 1,606 1953 S28 67 A A A A A 100

4 校舎4 2-2 RC 3 650 1958 S33 62 A A A A A 100

5 体育館 16 RC 2 2,361 1983 S58 37 B C B B B 65

6 給食室 19 S 1 296 2000 H12 20 B B B B B 75

7 校舎1 5-1,5-2,11 RC 3 2,364 1958 S33 62 A A A A A 100

8 校舎2 10,14 RC 3 1,000 1985 S60 35 B B B B B 75

9 体育館 7 S 1 760 1976 S51 44 A A A A A 100

10 校舎1 3-1,3-2,3-3 RC 3 1,674 1958 S33 62 B B C B C 58

11 校舎2 1-1,1-2,20 RC 3 1,087 1967 S42 53 C C C B B 49

12 校舎3 17,22 RC 3 738 1971 S46 49 B B B B B 75

13 校舎4 3-4 RC 4 1,050 1980 S55 40 B B B B B 75

14 校舎5 21 RC 3 1,451 1984 S59 36 B B B B B 75

15 体育館 23 RC 2 1,378 1985 S60 35 C B B B B 72

16 給食室 18-1,18-2 RC 1 241 1980 S55 40 A A A A A 100

17 校舎1 8-1,8-2 RC 3 1,852 1974 S49 46 A B B B B 77

18 校舎2 9-1,9-2 RC 3 1,699 1974 S49 46 A B B B B 77

19 校舎3 8-3 RC 3 516 1979 S54 41 A C B C C 58

20 体育館 10 S 1 805 1974 S49 46 A A A B B 94

21 給食室 11 S 1 33 2002 H14 18 B B B B B 75

22 校舎1 3,10-3 RC 3 782 1965 S40 55 C C B B B 62

23 校舎2 10-1,10-2 RC 3 962 1975 S50 45 C C C C C 40

24 校舎3 18 RC 2 763 1987 S62 33 A C B B B 67

25 体育館 12 S 1 610 1977 S52 43 A A A A A 100

26 給食室 14,20 RC 1 119 1979 S54 41 A A A A A 100

27 校舎1 10 RC 3 1,454 1976 S51 44 B B B B B 75

28 校舎2 14 RC 3 1,141 1987 S62 33 B B B B B 75

29 校舎3 21 S 2 197 2015 H27 5 A A A A A 100

30 体育館 16 RC 1 865 1990 H2 30 A B B B B 77

31 給食室 11,15,19 RC 1 48 1976 S51 44 B B B B B 75

32 校舎1 1-1 RC 2 368 1966 S41 54 B B B B B 75

33 校舎2 10-1,10-2 RC 3 2,423 1978 S53 42 B B B B B 75

34 体育館 11 RC 1 843 1983 S58 37 C B B B B 72

35 給食室 17 S 1 45 2009 H21 11 A A A A A 100

36 校舎1 1,2 RC 3 1,910 1986 S61 34 A B B B B 77

37 体育館 4 RC 1 802 1986 S61 34 C B B B B 72

38 校舎1 11 RC 3 521 1975 S50 45 B B B B B 75

39 校舎2 15 RC 3 1,591 1983 S58 37 B B B B B 75

40 校舎3 18,19,20 RC 3 2,749 1988 S63 32 A B B B B 77

41 体育館 25 RC 1 1,033 1992 H4 28 C B B B B 72

42 給食室 17-1,17-2,27 RC 1 200 1984 S59 36 B B B B B 75

新舞鶴小学校

三笠小学校

倉梯小学校

倉梯第二小学校

与保呂小学校

志楽小学校

朝来小学校

大浦小学校

中舞鶴小学校
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図表3-6-2 劣化状況評価（小学校２） 
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43 校舎1 19-1,19-2,19-3 RC 4 6,384 1982 S57 38 A A B B B 84

44 体育館 20 RC 2 1,260 1982 S57 38 B C B B B 65

45 校舎1 4 RC 4 1,534 1978 S53 42 B B B B B 75

46 体育館 7 S 1 486 1978 S53 42 B B B B B 75

47 給食室 6 S 1 53 1978 S53 42 B B B B B 75

48 校舎1 1-1,1-2 RC 3 1,617 1966 S41 54 B B B B B 75

49 校舎2 8-1,8-2,11 RC 3 1,729 1975 S50 45 B B B B B 75

50 校舎3 1-3 RC 3 596 1983 S58 37 A C B B B 67

51 校舎4 14 RC 2 665 1988 S63 32 B B B B B 75

52 体育館 10 S 1 760 1977 S52 43 B B B B B 75

53 給食室 17 S 1 243 1999 H11 21 B B B B B 75

54 校舎1 1 RC 3 735 1966 S41 54 B B B B B 75

55 校舎2 10 RC 3 524 1979 S54 41 A B B B B 77

56 校舎3 11 RC 2 619 1988 S63 32 B B B B B 75

57 体育館 12-1,12-2 RC 1 797 1990 H2 30 A B B B B 77

58 給食室 2-2,16-1,16-2,16-3 RC 1 98 1965 S40 55 B B B B B 75

59 校舎1 1-1 RC 2 442 1965 S40 55 B B B B B 75

60 校舎2 13 RC 3 1,081 1974 S49 46 B B B B B 75

61 校舎3 22-1,22-2 RC 4 1,948 1979 S54 41 B B B B B 75

62 校舎4 25 RC 2 639 1988 S63 32 B B B B B 75

63 校舎5 30 RC 4 1,166 2003 H15 17 B B B B B 75

64 体育館 19 S 1 760 1976 S51 44 B B B B B 75

65 給食室 31 S 1 302 2008 H20 12 A A A A A 100

66 校舎1 12 RC 3 1,930 1989 H元 31 B B B B B 75

67 体育館 8 S 1 593 1980 S55 40 C B C B B 59

68 給食室 5,6,7 RC 1 127 1975 S50 45 B B B B B 75

69 校舎1 7,8 RC 3 2,072 1984 S59 36 A B B B B 77

70 校舎2 13-1,13-2 RC 2 802 2004 H16 16 B B B B B 75

71 体育館 6 RC 1 799 1983 S58 37 B B B B B 75

72 校舎1 7 RC 2 322 1975 S50 45 B B C C C 53

73 校舎2 9-1 RC 3 1,283 1987 S62 33 B B B B B 75

74 体育館 8 RC 1 612 1986 S61 34 B B B B B 75

75 給食室 9-2,13 S 1 50 2011 H23 9 A A A A A 100

76 校舎1 10-1,10-2 RC 3 1,291 1977 S52 43 B B B B B 75

77 校舎2 10-3 RC 3 292 1994 H6 26 B B B B B 75

78 体育館 12 S 1 588 1978 S53 42 C B B C C 63

79 給食室 13-1,13-2,18 RC 1 139 1979 S54 41 A A A A A 100

池内小学校

中筋小学校

福井小学校

高野小学校

岡田小学校

由良川小学校

余内小学校

明倫小学校

吉原小学校
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図表3-6-3 劣化状況評価（中学校） 

80 校舎1 4-1 RC 3 1,061 1969 S44 51 A A A A A 100

81 校舎2 11-1,11-2 RC 4 2,515 1970 S45 50 A B B B B 77

82 校舎3 4-2 RC 3 747 1979 S54 41 A A A A A 100

83 校舎4 4-3,26,27 RC 4 2,716 1983 S58 37 A B B B B 77

84 体育館 16 S 1 1,056 1977 S52 43 A B B C C 68

85 体育館 28 RC 1 670 1985 S60 35 B B B B B 75

86 白糸中学校 校舎1 18-1,18-2,18-3,19-1,19-2 RC 4 8,163 2,010 H22 10 A A A A A 100

87 校舎1 14 RC 3 1,878 1981 S56 39 B B B B B 75

88 校舎2 15 RC 3 1,843 1986 S61 34 A B B B B 77

89 体育館 12 S 1 1,056 1979 S54 41 B B B B B 75

90 校舎1 15 RC 4 2,113 1981 S56 39 A A A A A 100

91 校舎2 17 RC 4 2,937 1987 S62 33 B B B B B 75

92 校舎3 18 RC 1 162 1987 S62 33 B B B B B 75

93 体育館 12,13 S 1 1,092 1979 S54 41 C C B C C 53

94 武道場 20 S 1 381 2011 H23 9 A A A A A 100

95 配膳室 21 S 1 97 2014 H26 6 A A A A A 100

96 校舎1 21,23-1,23-2 RC 4 4,622 1977 S52 43 B B B B B 75

97 校舎2 25 RC 3 792 1983 S58 37 A B B B B 77

98 体育館 29 RC 2 1,477 1986 S61 34 A B B B B 77

99 配膳室 32 S 1 81 2014 H26 6 A A A A A 100

100 校舎1 1 RC 3 3,328 1982 S57 38 A A B B B 84

101 体育館 2 RC 1 1,066 1982 S57 38 B A B B B 82

102 寄宿舎 8 W 1 100 1985 S60 35 B B B B B 75

103 校舎1 1 RC 3 1,183 1965 S40 55 B B B B B 75

104 校舎2 10 RC 3 985 1985 S60 35 B B B B B 75

105 体育館 11 RC 1 854 1985 S60 35 B B B B B 75

加佐中学校

青葉中学校

和田中学校

城南中学校

城北中学校

若浦中学校
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トピックス 
 

【学校施設環境改善交付金交付要綱の改正】 

長寿命化を図るために実施する予防的な改修を行うための事業を新たに創設 
 

 

 

【長寿命化改良事業とは】 
 

 公立学校施設は、これまで、老朽化の進行に伴い建築後およそ40年程度で改築が行われてきましたが、

技術的には劣化等の状況に応じて必要な対策・改修等を行うことにより、70年～80年程度使用することが

可能とされています。 

 

 長寿命化改良事業には、「長寿命化事業」と「予防改修事業」があります。   

 

【長寿命化事業】 

 建築後40年以上経過した建物を対象として、従来であれば改築していた老朽施設の再生を図るため、構

造体の耐久性向上やライフラインの健全化、さらに、現代の社会的要請に応じた省エネルギー化や多様な

学習内容、学習形態による活動が可能となる教育環境等を整備することで施設の長寿命化を図るもので

す。 

 

 【予防改修事業】 

 建築後20年以上経過し、将来的に長寿命化を図る建物について、健全な状態に保つための予防的な改

修工事を適切なタイミングで実施し、致命的な損傷の発現を事前に防ぐことで、効率的・効果的に施設の長

寿命化を図るものです。 

 

 従来からの大規模改造（老朽）事業は、経年による劣化や損傷・故障等が生じた内外装材や設備等を改

修・更新するなど、建設当時の状態に戻すことなど主な目的としていますが、長寿命化事業は、これに構造

体の劣化防止やライフラインの更新、教育環境の改善等を加えた質の高い工事を対象としています。 

 

【メリットについて】 
 

 長寿命化事業は、既存建物の構造体を使用するため、改築時に実施する構造体の構築工事が不要であ

り、また、既存建物の取壊しを行わないので、それに掛かる経費と排出される廃棄物量も縮減されるなど、

改築に比べて安価（改築の約6割の経費で実現可能）で、短い工事期間で実施することができます。さら

に、ライフラインの更新や教育環境の改善等に併せて実施するため、改築と同様の環境改善を図ることがで

きます。 

（公立学校施設整備事務ハンドブック 令和２年版より） 

 

 

標準モデル      

築年数  20年  40年  60年  80年   

 予防改修  長寿命化  予防改修   解体 
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 文部科学省のソフトにより、従来型の維持・更新コストの試算を改築周期５０年、改修単価 

３３万円/㎡、大規模改修の周期２０年の条件で行うと、維持・更新に今後４０年間で６３０億

円の費用がかかることとなり、年平均では１５.７億円の費用がかかることとなります。 

 特に今後２０年間は、築５０年を超える建物の改築が多くなることから、１０年間の平均でも

年２０億円を超える莫大な建替費用が必要となります。 

 試算のような従来型の５０年程度での建て替え中心の整備を実施することは、当市の財政状況

からみて、非常に困難と言え、対応策を検討する必要があります。 

３-７ 今後の維持・更新コスト（従来型） 

従来型    

費用区分 費用の内容 周期 単価 

過去の施設関連経費 令和元年度以前の施設整備・修繕維持にかかった費用 - 3.7億円 

改築 施設の改築にかかる費用 50年（棟） 33万円/㎡ 

大規模改造 施設の大規模改造にかかる費用 20年（棟） 8.25万円/㎡ 

その他施設整備費 施設整備にかかる費用 毎年 1480万円 

維持修繕費 維持修繕にかかる費用 毎年 2850万円 

水光熱費・委託費 水道及びガス・電気にかかる費用および委託費 毎年 1.7億円 

40年間の平均15.7億円/年 

過去の施設関連経費3.7億円/年 

図表3-7 今後の維持・更新コスト（従来型） 
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３-８ 今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 

長寿命化型    

費用区分 費用の内容 周期 単価 

過去の施設関連経費 令和元年度以前の施設整備・修繕維持にかかった費用 - 3.7億円 

改築 施設の改築にかかる費用 80年（棟） 33万円/㎡ 

長寿命化改修 施設の長寿命化改修にかかる費用 50年（棟） 19.8万円/㎡ 

大規模改造(予防改修) 施設の大規模改造にかかる費用（予防改修） 25年（棟） 8.25万円/㎡ 

その他施設整備費 施設整備にかかる費用 毎年 1480万円 

維持修繕費 維持修繕にかかる費用 毎年 2850万円 

水光熱費・委託費 水道及びガス・電気にかかる費用および委託費 毎年 1.7億円 

 長寿命化型の試算を、改築周期８０年、大規模改修の周期を２５年、長寿命化改修を５０年

目に行う条件ですると、今後４０年間の維持・更新の費用の総額は４９８億円となり、従来型

の６３０億円から１３２億円の削減となっています。また、年平均では１２億円/年へ縮減され

ています。 

 しかしながら、長寿命化改修等を前提とした長寿命化型の整備であっても、過去の平均年経

費３．７億円より約８．３億円を上回る費用が必要となり、本市の財政状況では採用が難しい

状況です。 

 実際の改修・改築を計画していく際には、学校の位置づけや建物の状態を判断しながら部位

ごとの改修や、改築の場合には建物を集約して工事を行うなど費用を抑えることとします。 

3.7 
3.2 

40年間の平均15.7億円/年 

過去の施設関連経費3.7億円/年 

40年間の平均12億円/

年 

40年間の平均12億円/

図表3-8 今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 
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４ 学校施設整備の基本的な方針等 

４-１ 学校施設の長寿命化計画の基本方針  

総合管理計画の 
基本方針 

◇基本目標 
・機能的で利便性の高い都市づくり 
・住み続けたいと思える定住環境づくり 
公共施設は市民生活を支える基盤となるものである。定住人口の減少を抑制し、「交
流人口300万人・経済人口10万人」をめざす地方創生を推進していく中で、この2つの
目標を念頭に置いて施設マネジメントに取り組む。 
 
◇数値目標 
・公共建築物…利便性の確保を前提とし、集約化等の推進により平成57年度（令和27
年度 2045年）までに延床面積7%を削減 
※今後の施設更新費用の年平均試算額は33億4千万円であり、近年の整備実績と比較す
ると93.7%しか維持できなくなることから、7%のコスト削減をめざす。 

総合管理計画の 
施設類型別方針 

 
一般的な公共建築物については、公共施設再生基本計画に基づき施設の再生を進め、
施設の質・サービス・利便性の向上を図るとともに、財政的な取組を推進していくこ
ととし総量抑制を図る。 

H25.3 舞鶴市公共施
設マネジメント白書 

5.2 今後の対応 
（１） 基本的な考え方 
 本白書に示した課題を踏まえ、「今後の財政力に応じて施設の総量抑制を図るとと

もに、活用施設について利用者ニーズに応じた質の向上を図る」ことを基本目標とし

て、以下に示す 4つの考え方に基づき、舞鶴市の公共施設の再生に向けての取組みを

進めていきます。 

 

1 施設の総量抑制と多機能化・複合化推進 

 本市が保有する公共施設(139施設、総延床面積約31.8万㎡の現状と課題を踏まえる

と、現在あるすべての施設をこのまま維持することは、財政上困難です。 

 このため、設置効果の低い施設の統廃合や、従来の縦割りの枠組みにとらわれない

建物の多機能化・複合化を推進し、また、これまで独自に育まれてきた各地区の文化,

風土を踏まえながら「舞鶴はひとつ」との視点の下で、市全体を見据えて施設配置の

偏在や重複について解消を図るなど、公共施設の総量抑制と適正な再配置を進めてい

きます。 

 

2 建物の構造的・機能的な長寿命化の推進 

 老朽化した部材や設備の更新、バリアフリー化や環境負荷を低減するための設備投

資、利用状況の変化に通じて他の用途へ転用するための改修を進めるなど、建物の構

造的・機能的な寿命を伸ばす更新を計画的に実施していきます。 

 また、日常の維持管理においても、対処療法型の維持管理から、定期的な点検に基

づく予防保全型の維持管理へ転換を図ることで、建物の長寿命化やライフサイクルコ

ストの削減を進めていきます。 

 

3 地域の活動拠点としての公共施設の再生 

 廃校や余剰となった教室などの学校施設を対象に、高齢者福祉施設や子育て支援施

設、生涯学習施設等としての再利用、民間施設への開放などの複合的な利活用を進

め、地域の様々な活動の拠点施設として公共施設の再生を進めていきます。また、災

害時の避難所としての避難所機能を併せて強化していきます。 

 

4 財政負担の軽減に向けた取組の推進 

 公設公営の原則にこだわることなく、民間施設の借上げや民間の資金による整備等

について検討し、財政負担の軽減を進めていきます。 

 また、未利用・未活用資産の積極的な売却・貸付を通じた財源確保や、公共施設の

利用者負担の見直し等も検討していきます。 
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学校施設の長寿命化計
画の基本方針 

 

①計画的な保全による長寿命化の推進 

 従来の対処療法型の維持管理から、定期的な点検に基づく予防保全型の維

持管理へ転換を図ることで、建物の長寿命化やライフサイクルコストの削減

を進めていきます。 

 

②施設の複合化・防災機能向上の推進 

 廃校や余剰となった教室などの学校施設を対象に、高齢者福祉施設や子育

て支援施設、生涯学習施設等としての再利用、民間施設への開放などの複合

的な利活用を進め、地域の様々な活動の拠点施設として公共施設の再生を進

めていきます。また、災害時の避難所としての避難所機能を併せて強化して

いきます。 

 

③有利で安定的な財源の確保に努め、安全性を最優先に整備を進めていきま

す。 
 

４-２ 学校施設の規模・配置計画等の方針 
 

 当面、学級数が横ばいで推移することから、学校施設の規模・配置については、現状を

維持することとします。 

 将来的には児童・生徒数に合わせて学級数も減少すると予測され、校区ごとに児童・生

徒数の動向が異なることから、学校施設の規模・配置については、地区の特性や実情を踏

まえ、適切に対応することとします。   

  

図表4-1 総合管理計画等の基本方針を踏まえた学校施設の長寿命化計画の基本方針 
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 舞鶴市では、施設整備が集中的に行われた時期があったことから、２５年程度の間隔で改修

を複数回行い、施設を７０年程度まで使用することで、従来からトータルコストを抑えながら

維持管理を行ってきました。 

 長寿命化型の整備への転換は、約６３０億円（従来型）と約４９８億円（長寿命型）を比べ

ても費用の縮減効果があることから、長寿命化型の整備を基本とした上で、各学校の状況を考

慮することで、さらなる費用の縮減を図ることとします。 

図表4-3 従来の改築中心のイメージと長寿命化改修のイメージ 

４-３ 改修等の基本的な方針 

 

１）長寿命化の方針 

 今後は、定期的な点検に基づく予防保全型の維持管理を進めていくことで、施設の長寿命化

を図るとともに、機能向上も図りながら、ライフサイクルコストの削減を進めていきます。 

 

２）目標使用年数、改修周期の設定 

 目標使用年数を最大８０年と設定します。 

 改修の周期としては、築４０年を超えた施設が多いことから、長寿命化改修を、築５０年程

度で実施することとし、築年数が浅い施設については予防保全的な大規模改造を、築２５年程

度で行うこととします。長寿命化改修後の大規模改造については、長寿命化改修後２０年程度

（築７０年程度）で行うこととし、改修内容については施設の劣化状況や、学校を取り巻く状

況を踏まえ、検討することとします。 

改築費 

舞鶴市の従来の改修イメージ 

大規模改造費 
（予防保全的な改修） 

改築費 

70～80年間 

大規模改造費 
（予防保全的な改修） 

長寿命化改修費 
（改築の6割程度） 

経年による機能・性能の劣化 

建物の 

水準 

竣工 

長寿命化改修のイメージ 

大規模改造費 
（事後保全的な改修） 

改築費 

40～50年間 

竣工 

建物の 

水準 

経年による機能・性能の劣化 

これまでの改築中心のイメージ 

改築 

４０年間の総額 

約６３０億円 

大規模改造費 
（事後保全的な改修） 

改築費 

改築 

改築 

舞鶴市 

80年程度 

約25年 約25年 約20年 約10年 

改築費 

長寿命化 

改修費 

大規模改造費 
（予防保全的な改修） 

建物の 

水準 大規模改造費 
（予防保全的な改修） 

４０年間の総額 

約４９８億円 

大規模改造（原状回復等） 
・外壁、屋上防水  ・内壁等の改修 

・設備改修 

長寿命化改修（機能向上） 

・躯体劣化防止対策  ・仕上げ材の高耐久化 

・多様な学習への対応 ・断熱等のエコ改修 

・設備改修      ・ライフラインの更新 

大規模改造（原状回復等） 
・外壁、屋上防水  ・内壁等の改修 

・設備改修 改築/ 

竣工 

改築 

/竣工 

70年程度 

竣工 

建物の 

水準 

経年による機能・性能の劣化 

大規模改造費 

改築 

大規模改造費 
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５-２維持管理の項目・手法等 
 

今後、学校施設としての機能を維持していくため、施設の日常的な点検や、定期的な法定

点検の実施などによる情報を管理し、改修程度、時期の検討を行っていきます。 

鉄筋コンクリート造 鉄骨造 

コンクリートの中性化対策 鉄骨の腐食対策 

鉄筋の腐食対策 接合部の破損の補修 

鉄筋のかぶり厚さの確保  

水道、電気、ガス管等のライフラインの更新  

５ 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 

５－１ 改修等の整備水準 
改修等の基本的な方針を踏まえ、本計画の長寿命化計画に必要な整備水準は下記の通りとします。 

 

長寿命化改修 

【必ず実施する工事】 

・鉄筋コンクリート造の場合、少なくとも、いずれか１つ以上の工事を実施する。 

・ライフラインの更新については、既に更新済みの場合や、将来、計画的に更新することが決まっている場合は実施を要しない。 

耐久性に優れた材料等への取り替え （劣化に強い塗装・防水材等の使用） 

維持管理や設備更新の容易性の確保 

少人数指導など多様な学習内容・学習形態による活動が可能となる環境の提供 

断熱、二重サッシ、日射遮蔽等の省エネルギー対策 

大規模改造（予防改修） 

【必ず実施する工事】 

【原則として実施する工事】 
     工事を要しない特別な理由がない限り、原則として以下の工事を実施するものとします。 

躯体のひび割れ、脆弱部分の工事 

外壁の目地部分や建具周りのシーリング材の更新 

外部建具の更新 

その他付帯設備の更新・改修（水道、電気、ガス管等のライフラインの更新）等 

屋上の防水層の全面的な改修 

躯体の長寿命化を目的とした外壁工事 

【必要に応じて実施する工事】 
 【その他長寿命化に資する工事】 

 ・既に更新済みの場合や、将来計画的に更新することが決まっている場合は実施を要しない。 

【必要に応じて実施する工事】 
     上記以外の内装やバリアフリー・既存不適格等の法令適合で必要な工事を実施するものとします。 

 【その他の工事】 
     上記以外の内装やバリアフリー・既存不適格等の法令適合で必要な工事を実施するものとします。 
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６ 長寿命化の実施計画 

  ６－１ 改修等の優先順位付けと実施計画 

1) 改修等の実施時期の考え方 

 建物ごとの整備実施年度は５年単位で設定する。なお、整備実施の優先順位付けは次

の点を考慮し、決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）実施計画 

 ア 中長期計画（今後４０年間） 

 中長期計画としては、整備対象を大きく１０年ごとにとらえた上で、平準化し少子化

の影響を考慮の上、学校ごとの工事量を調整することで、４０年間の総額を３８６億円

まで下げることとし、施設関連経費を１０億円/年以内に抑えることとします。 

・本計画における劣化状況調査結果 

・築年数 

・過去の改修履歴 

・長寿命化改修および予防改修は基本的に棟単位で行う。 

・緊急性の高い部位、劣化状況調査でＣ・Ｄ評価があるものは、今後優先的に部位

修繕を行う。ただし、改築・長寿命化改修・予防改修を前後１０年以内に実施する

場合を除く。 

3.7 
2.7 

40年間の平均15.7億円/年 

40年間の平均9億円/年 40年間の平均9億円/年 

図表6-1-1 今後の維持・更新コスト（長寿命化型 舞鶴市） 
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イ 今後１０年間の整備内容 

図表6-1-2 今後１０年間の整備内容 

健全度 

（100点満点） 
施設名 棟名 築年数 工事種 

49 倉梯小学校 校舎2 53年 部位修繕 

53 城南中学校 体育館 41年 部位修繕 

59 福井小学校 体育館 40年 部位修繕 

65 新舞鶴小学校 体育館 37年 大規模改造（予防改修） 

65 明倫小学校 体育館 38年 大規模改造（予防改修） 

67 与保呂小学校 校舎3 33年 大規模改造（予防改修） 

67 余内小学校 校舎3 37年 大規模改造（予防改修） 

72 倉梯小学校 体育館 35年 大規模改造（予防改修） 

72 朝来小学校 体育館 37年 大規模改造（予防改修） 

72 大浦小学校 体育館 34年 大規模改造（予防改修） 

75 中筋小学校 校舎5 17年 大規模改造（予防改修） 

75 高野小学校 校舎2 16年 大規模改造（予防改修） 

58 倉梯小学校 校舎1 62年 長寿命化改修 

62 与保呂小学校 校舎1 55年 長寿命化改修 

62 与保呂小学校 校舎2 45年 長寿命化改修 

68 青葉中学校 体育館 43年 長寿命化改修 

75 新舞鶴小学校 校舎1 52年 長寿命化改修 

75 新舞鶴小学校 校舎2 43年 長寿命化改修 

75 倉梯小学校 校舎3 49年 長寿命化改修 

75 倉梯小学校 校舎4 40年 長寿命化改修 

75 志楽小学校 校舎1 44年 長寿命化改修 

75 朝来小学校 校舎2 42年 長寿命化改修 

75 中舞鶴小学校 校舎1 45年 長寿命化改修 

75 余内小学校 校舎1 54年 長寿命化改修 

75 余内小学校 校舎2 45年 長寿命化改修 

75 余内小学校 体育館 43年 長寿命化改修 

75 中筋小学校 校舎1 55年 長寿命化改修 

75 中筋小学校 校舎2 46年 長寿命化改修 

75 中筋小学校 体育館 44年 長寿命化改修 

75 城北中学校 校舎1 43年 長寿命化改修 

77 倉梯第二小学校 校舎1 46年 長寿命化改修 

77 倉梯第二小学校 校舎2 46年 長寿命化改修 

77 青葉中学校 校舎2 50年 長寿命化改修 
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６－２ 長寿命化における施設の維持・更新の課題と今後の方針 

1）コスト計画における今後の課題 

 

 今後は少子化の影響や財政状況を踏まえた上で、中長期的な視点を持って整備方法を見直

し、コスト削減に努めていくことが今後の課題です。 

 

①整備方法の見直し 

 本計画では対象建物の築年数に応じて、長寿命化改修か大規模改造かを判断して試算を

行っていますが、実施段階では躯体の詳細調査、経済性、教育機能などの観点から総合的に

整備方法を見直すこととします。 

 

②整備内容の見直し 

 改修工事に係る費用は、設計段階で整備内容を見直すことにより、性能を極端に落とさな

い形で費用削減に努めることが可能であり、方法としては以下のような例が挙げられます。 

 

・屋根材は補修と塗装により改善できる場合は葺き替えない 

・天井は補修と塗装のみとする 

・既存利用できる家具やロッカー等は補修等により継続利用する。 

・調整程度で改善可能な建具は取替ない 

・工期分散により仮設校舎を使用しない 

・使用材料の変更                    など 

 

③ 国庫補助金制度の利用 

 学校施設を適切に安全な状態で維持していくためには、継続的な整備費用が必要となり、

財政支出面で大きな負担となります。そのため、実施段階においては国庫補助金制度を最大

限に活用し、財政支出の縮減を図ります。 

出典：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」（平成29年3月） 

図表6-2 長寿命化・改築の判断フロー 
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７ 長寿命化計画の継続的運用方針 

７-１ 情報基盤の整備と活用 
施設の基礎情報やこれまでの整備内容、法定・自主点検の結果等は、保守記録によるデー

タベース化を行うことで、今後の修繕・改修計画で有効的に活用することができます。 

今後においても、必要な情報を定期的に更新し、一元管理していくことが重要です。 

 

 

 

 

７-２ 推進体制等の整備 
本計画を継続的に運用していくためには、改修方針や計画スケジュール等、統一的な考え

方を持った上で推進する必要があり、庁内関係各所との連携により、要求事項を的確に把

握し計画に反映していきます。  

 

７-３ フォローアップ 

本計画は、学校施設を維持させていくことを前提としたものであり、市全体の財政計画の

なかで年次及び個別の事業費を精査していくとともに、事業の進捗状況や老朽化の状況、

少子化等の社会状況を踏まえた上で、本計画は５年ごとに見直しを図るものとします。 
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用語集 

※以下、文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引」を参考に設定 

 

長寿命化 

建物を将来にわたって長く使い続けるため、耐用年数を伸ばすこと。保全 

建物や設備が完成してから取り壊すまでの間、その性能や機能を良好な状

態に保つほか、社会・経済的に必要とされる性能・機能を確保し、保持し

続けること。保全のための手段として、点検・診断、改修等がある。 

予防保全 
損傷が軽微である早期段階から、機能・性能の保持・回復を図るために修

繕等を行う、予防的な保全のこと。 

事後保全 老朽化による不具合が生じた後に修繕等を行う、事後的な保全のこと。 

維持管理 

建物や設備の性能や機能を良好な状態に保つほか、社会・経済的に必要と

される性能・機能を確保し、保持し続けるため、建物や設備の点検・診断

を行い、必要に応じて建物の改修や設備の更新を行うこと。 

更新 

既存の建物や設備を新しく改めること。建物の場合は、「改築」と同義と

とらえてよい。改築老朽化により構造上危険な状態にあったり、教育上、

著しく不適当な状態にあったりする既存の建物を「建て替える」こと。 

改修 
改修経年劣化した建物の部分または全体の原状回復を図る工事や、建物の

機能・性能を求められる水準まで引き上げる工事を行うこと。 

修繕 
経年劣化した建物の部分を、既存のものと概ね同じ位置に概ね同じ材料、

形状、寸法のものを用いて原状回復を図ること。 

長寿命化改修 
長寿命化を行うために、物理的な不具合を直し耐久性を高めることに加

え、機能や性能を求められる水準まで引き上げる改修を行うこと。 

大規模改修 
大規模改造老朽化の進行している施設について、改修の総費用を抑えるた

めに部位ごとに改修を行うのではなく、棟ごとに改修を行うこと。 

躯体 柱、梁、床等の建物の構造部分のこと。 
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今後の維持・更

新コスト 

今後必要となる施設関連経費について、一定の条件を設定し試算した算出

額のこと。 

≪従来型≫とは、築後50年未満で改築する従来型の手法で整備を実施する

と仮定した場合の算出額のこと。 

≪長寿命化型≫とは、目標耐用年数を70～80年程度と設定し、長寿命化改

修に整備手法を転換すると仮定した場合の算出額のこと。 

施設整備費 校舎・体育館・給食室の整備にかかる経費のこと。 

その他の整備費 
プール、グラウンド、共用設備（受変電、自家発、受水、排水）等の整備

にかかる経費のこと。（必要に応じて別途費用を計上） 

施設関連経費 
施設整備費、その他の施設整備費、維持修繕費、光熱水費・委託費の総計

のこと 

財政制約ライン 

今後の教育予算上、学校施設等の整備にかけられる経費のこと。財政部局

や営繕部局などを含めた全庁的な体制で決められるもの。今後の維持・更

新コストが財政制約ラインを上回る結果となった場合は、両者のかい離を

埋めるための検討を行う必要がある。 

躯体以外の劣化

状況及び健全度 

建物を5つの部位（屋根・屋上、外壁、内部仕上、電気設備、機械設備）に

区分し、4段階で劣化状況を評価した結果のこと。 

また、躯体以外の劣化状況を100点満点で点数化した評価指標のことを健全

といい、優先的に改修する建物の順位付け等を行う際の参考にできる。 

  



舞鶴市学校施設長寿命化計画 

    令和3年1月 
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